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おうちでイチゴ狩りができる！？
子どもから大人まで大人気！～イチゴ～

今月の
テーマ

～低温期の栽培管理～

ほ場準備と種まき作業のポイント

西濃農林事務所農業普及課 ［係長］　　瀧 孝文さん

西濃農林事務所農業普及課 ［係長］　小島 康平さん

　小松菜は周年栽培が可能な野菜ですが、これから冬を迎え低温
期に入ると、春～秋よりも栽培期間が長くなるなどの注意点があり
ます。低温期の管理ポイント（ハウス栽培）について以下に説明し
ます。

１．種まき前に土壌水分の確保
　低温期には根の張りが弱まり肥料吸収が鈍くなることが、栽培期
間が長くなる要因と考えられます。また、土壌水分が足りないと、発
芽が遅れる恐れがあります。低温期は１日の発芽遅れが、その後の
生育の１週間の遅れまで拡がるとも言われているようです。
　種まき前までに、必要に応じて潅水するなどして、適度な土壌水
分（ほ場の表面の土を取り、その下の土を握った塊が軽くひび割れ
る程度）を確保し、発芽・根張り・肥料吸収を促しましょう。

２．種まき方法
　発芽や生育を揃えるために、種まき間隔は高温期より少し狭く、
種まきの深さは高温期よりも少し浅めにしましょう。

３．施肥管理
　※低温期の基肥設計例（10㌃あたり）
有機アグレット８２５ 120㌔ ＋ LPコート20 12㌔

　低温期は窒素欠乏による障害（黄葉など）が発生しやすいで
す。基肥設計例を参考に窒素をしっかり供給しましょう。葉色が
薄くなったと感じたら、追肥で尿素4㌔/10㌃を施用しても良い
です。

４．病害虫防除
　低温期は、害虫の
発生は少ない傾向
ですが、アブラムシ
類には注意が必要
です。
　アブラムシは、た
いてい葉の裏に寄生
していますので、動
噴等で防除する際は
サオに角度をつけて
散布すると、薬剤が
葉の裏に届きやすく
なります（図を参
照）。

１　土作り
　小麦は酸性土壌に弱いため、種まき前に苦土石灰などを施用し
て、土壌の酸度を矯正します。適正な土壌酸度はpH6.5程度です。
土壌条件にもよりますが、10㌃あたり苦土石灰100㌔が目安となり
ます。

２　排水対策
　小麦は湿害を受けやすいので、降
雨後に速やかに雨水を排水できるほ
場作りが重要です。
　特に、種まき時の過湿は出芽不良
を招き、品質・収量を大きく低下させ
ます。
　小麦の根は、生育の前半は地表近
くに多く分布し、生育の後半になる
と深層に広がります。滞水により土壌水分が多すぎると根が浅く、
茎や葉の発達が悪くなり、収量に影響します。

　前作の終了後、速やかに排水溝を設置し、ほ場の乾田化を進めま
しょう。種まきする前に、サブソイラーによる補助暗きょや、溝掘り
機による額縁明きょを設置すると、ほ場が早く乾き、作業計画が立
てやすくなります。また、排水溝が落水口につながっているか、降雨
後、滞水する箇所がないか確認することが重要なポイントです。

３　施肥、種まき作業及び除草
　良質な小麦を収穫するためには十分な施肥が必要です。品種ごと
の基肥施用量と種まき量の基準は下表のとおりです。また、極端な
早まきは、凍霜害が起きやすくなるため、品種と地域に適した時期
に種まきをしてください。
　除草剤は、種まき後に雑草が出芽しないよう、種まき直後に土壌
処理剤を散布します。しかし、処理後の降雨や砕土不良等により除
草効果が十分に得られなかった場合は、栽培期間中に茎葉処理除
草剤を散布します。

小麦

小松菜

スーパーで購入することが多いイチゴも、家庭菜園で栽培することができますので、一度挑戦してみてはい
かがでしょうか？

栽培の
ポイント

初めて栽培するときは、ホームセンター等で苗を購入しましょう。10月下旬から11月上旬に、株元についているランナーの切り跡を畝の
内側に向けて植えると花が外側に出てくるので管理しやすくなります。また、クラウン（葉の付け根）部分は、土が被らないように植え付け
ます。植え付け後は十分に潅水します。

植え付け

早く収穫したいときは2月以降にビニールトンネルをかけて保温します。（※トンネル内の温度が28℃以上にならないように換気する）ま
た、雑草防止と果実の汚れを防ぐためマルチ設置も有効で、土壌の湿度や温度変化が緩やかになり、土のはね返りを防止します。

トンネル

1回目は植え付けから30～40日後に、株元から10～15㌢離れたところに化成肥料（8-8-8）80～90㌘/㎡施し軽く土に混ぜます。2回目
は冬越しした2月上旬～中旬（マルチをする前）に、畝の肩の部分に化成肥料（8-8-8）50～60㌘/㎡をばらまき通路の土を被せます。

追　　肥

冬の間は、枯れた葉だけを取り除きます。植え付け後に伸びてくるわき芽は花をつけることがあるので残しておきましょう。果実肥大期に
なり、ランナーが伸びてきたら早めに切り取ります。

葉 か き

開花期になっても低温等で訪花昆虫（ミツバチ）が来ないときは、筆の穂先で軽くなぞり、受粉させると良い果実になります。トンネル被覆
の場合は、温かい日中はビニールを開け、ミツバチが飛んでくるのを待ちます。夕方には、ビニールを閉じます。

受　　粉

植え付けの2～3週間前に完熟堆肥2㌔/㎡と苦土石灰100㌘/㎡、油粕300㌘/㎡及び化成肥料（8-8-8）100㌘/㎡を施し、よく耕します。
畝幅80～90㌢、株間30㌢、畝高10～20㌢の畝を立てます（水はけの悪い畑では高畝にする）。畑の準備

病気では、うどんこ病、灰色かび病、害虫ではアザミウマ類、ハダニ類などの被害が発生します。病 害 虫

十分色づいたら果実を摘み取るかハサミで切り取って収穫します。変形果は早めに取り除きましょう。収 穫

※「さとのそら」の種まき作業が遅れた場合は、種まき量を9㌔／10㌃程度に増やす。

品種名 基肥施用量（10㌃当たり）

イワイノダイチ

さとのそら

種まき適期

10月20日～11月5日

11月1日～25日

種まき量（10㌃当たり）

7㌔

7㌔

セラコートR25
18～20㌔

セラコートRブレンド
22～25㌔

地下水位と小麦収量の関係
（滋賀農試成績より作図）

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

露地栽培

トンネル栽培

作型目安

植え付け 収穫 マルチ・トンネル被覆

宝交早生 とちおとめ 初恋の香り

×：植物(小松菜)と平行状態で散布

〇：サオに角度をつけて散布

・イチゴの根は肥料焼けを起こしやすいので、基肥は植え付ける15～20日前に施し、土に良く馴染ませましょう。
・肥料の多用は、花芽が付きにくくなりますので注意が必要です。
・イチゴは、実の付く方向が決まっていますので、植え付け時は、ランナーの切り跡を収穫する通路の反対側に向けて植え付けます。
・葉のつけ根は必ず地上に出して、深植えしないように注意して下さい。

おすすめ
品種

土壌pHと麦の収量指数（農業技術体系）

麦　種＼pH
小　麦

4.5
68％
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99％

最近はたくさんの品種が出回っており、「あまおう」「とちおとめ」「紅ほっぺ」といったブランド名で買われるようになりました
が、家庭菜園では、初心者向けの作りやすい品種から挑戦しましょう。

○宝交早生：育てやすく初心者向きの品種。病気に強く酸味があるのでジャムや加工
　品にも人気です。
○女峰：昔からの人気品種。ほどよい酸味が味をひきしめておいしい品種です。
○とちおとめ：高い糖度で、濃厚なイチゴの味が楽しめる人気の高い品種です。
○白いイチゴ：果皮が白色から淡いピンク色の「初恋の香り」、桃の香りの「桃薫」など
　があります。

y=1.02x+7.58
r=0.913

じゃん !  2025.10じゃん !  2025.10 1011 101010111111

その他、家庭菜園に関する相談は、JAの支店または営農経済センターまでご連絡ください。
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西濃農林事務所農業普及課 ［係長］　　瀧 孝文さん

西濃農林事務所農業普及課 ［係長］　小島 康平さん

　小松菜は周年栽培が可能な野菜ですが、これから冬を迎え低温
期に入ると、春～秋よりも栽培期間が長くなるなどの注意点があり
ます。低温期の管理ポイント（ハウス栽培）について以下に説明し
ます。

１．種まき前に土壌水分の確保
　低温期には根の張りが弱まり肥料吸収が鈍くなることが、栽培期
間が長くなる要因と考えられます。また、土壌水分が足りないと、発
芽が遅れる恐れがあります。低温期は１日の発芽遅れが、その後の
生育の１週間の遅れまで拡がるとも言われているようです。
　種まき前までに、必要に応じて潅水するなどして、適度な土壌水
分（ほ場の表面の土を取り、その下の土を握った塊が軽くひび割れ
る程度）を確保し、発芽・根張り・肥料吸収を促しましょう。

２．種まき方法
　発芽や生育を揃えるために、種まき間隔は高温期より少し狭く、
種まきの深さは高温期よりも少し浅めにしましょう。

３．施肥管理
　※低温期の基肥設計例（10㌃あたり）
有機アグレット８２５ 120㌔ ＋ LPコート20 12㌔

　低温期は窒素欠乏による障害（黄葉など）が発生しやすいで
す。基肥設計例を参考に窒素をしっかり供給しましょう。葉色が
薄くなったと感じたら、追肥で尿素4㌔/10㌃を施用しても良い
です。

４．病害虫防除
　低温期は、害虫の
発生は少ない傾向
ですが、アブラムシ
類には注意が必要
です。
　アブラムシは、た
いてい葉の裏に寄生
していますので、動
噴等で防除する際は
サオに角度をつけて
散布すると、薬剤が
葉の裏に届きやすく
なります（図を参
照）。

１　土作り
　小麦は酸性土壌に弱いため、種まき前に苦土石灰などを施用し
て、土壌の酸度を矯正します。適正な土壌酸度はpH6.5程度です。
土壌条件にもよりますが、10㌃あたり苦土石灰100㌔が目安となり
ます。

２　排水対策
　小麦は湿害を受けやすいので、降
雨後に速やかに雨水を排水できるほ
場作りが重要です。
　特に、種まき時の過湿は出芽不良
を招き、品質・収量を大きく低下させ
ます。
　小麦の根は、生育の前半は地表近
くに多く分布し、生育の後半になる
と深層に広がります。滞水により土壌水分が多すぎると根が浅く、
茎や葉の発達が悪くなり、収量に影響します。

　前作の終了後、速やかに排水溝を設置し、ほ場の乾田化を進めま
しょう。種まきする前に、サブソイラーによる補助暗きょや、溝掘り
機による額縁明きょを設置すると、ほ場が早く乾き、作業計画が立
てやすくなります。また、排水溝が落水口につながっているか、降雨
後、滞水する箇所がないか確認することが重要なポイントです。

３　施肥、種まき作業及び除草
　良質な小麦を収穫するためには十分な施肥が必要です。品種ごと
の基肥施用量と種まき量の基準は下表のとおりです。また、極端な
早まきは、凍霜害が起きやすくなるため、品種と地域に適した時期
に種まきをしてください。
　除草剤は、種まき後に雑草が出芽しないよう、種まき直後に土壌
処理剤を散布します。しかし、処理後の降雨や砕土不良等により除
草効果が十分に得られなかった場合は、栽培期間中に茎葉処理除
草剤を散布します。

小麦

小松菜

スーパーで購入することが多いイチゴも、家庭菜園で栽培することができますので、一度挑戦してみてはい
かがでしょうか？

栽培の
ポイント

初めて栽培するときは、ホームセンター等で苗を購入しましょう。10月下旬から11月上旬に、株元についているランナーの切り跡を畝の
内側に向けて植えると花が外側に出てくるので管理しやすくなります。また、クラウン（葉の付け根）部分は、土が被らないように植え付け
ます。植え付け後は十分に潅水します。

植え付け

早く収穫したいときは2月以降にビニールトンネルをかけて保温します。（※トンネル内の温度が28℃以上にならないように換気する）ま
た、雑草防止と果実の汚れを防ぐためマルチ設置も有効で、土壌の湿度や温度変化が緩やかになり、土のはね返りを防止します。

トンネル

1回目は植え付けから30～40日後に、株元から10～15㌢離れたところに化成肥料（8-8-8）80～90㌘/㎡施し軽く土に混ぜます。2回目
は冬越しした2月上旬～中旬（マルチをする前）に、畝の肩の部分に化成肥料（8-8-8）50～60㌘/㎡をばらまき通路の土を被せます。

追　　肥

冬の間は、枯れた葉だけを取り除きます。植え付け後に伸びてくるわき芽は花をつけることがあるので残しておきましょう。果実肥大期に
なり、ランナーが伸びてきたら早めに切り取ります。

葉 か き

開花期になっても低温等で訪花昆虫（ミツバチ）が来ないときは、筆の穂先で軽くなぞり、受粉させると良い果実になります。トンネル被覆
の場合は、温かい日中はビニールを開け、ミツバチが飛んでくるのを待ちます。夕方には、ビニールを閉じます。

受　　粉

植え付けの2～3週間前に完熟堆肥2㌔/㎡と苦土石灰100㌘/㎡、油粕300㌘/㎡及び化成肥料（8-8-8）100㌘/㎡を施し、よく耕します。
畝幅80～90㌢、株間30㌢、畝高10～20㌢の畝を立てます（水はけの悪い畑では高畝にする）。畑の準備

病気では、うどんこ病、灰色かび病、害虫ではアザミウマ類、ハダニ類などの被害が発生します。病 害 虫

十分色づいたら果実を摘み取るかハサミで切り取って収穫します。変形果は早めに取り除きましょう。収 穫

※「さとのそら」の種まき作業が遅れた場合は、種まき量を9㌔／10㌃程度に増やす。
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（滋賀農試成績より作図）
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宝交早生 とちおとめ 初恋の香り

×：植物(小松菜)と平行状態で散布

〇：サオに角度をつけて散布

・イチゴの根は肥料焼けを起こしやすいので、基肥は植え付ける15～20日前に施し、土に良く馴染ませましょう。
・肥料の多用は、花芽が付きにくくなりますので注意が必要です。
・イチゴは、実の付く方向が決まっていますので、植え付け時は、ランナーの切り跡を収穫する通路の反対側に向けて植え付けます。
・葉のつけ根は必ず地上に出して、深植えしないように注意して下さい。
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最近はたくさんの品種が出回っており、「あまおう」「とちおとめ」「紅ほっぺ」といったブランド名で買われるようになりました
が、家庭菜園では、初心者向けの作りやすい品種から挑戦しましょう。

○宝交早生：育てやすく初心者向きの品種。病気に強く酸味があるのでジャムや加工
　品にも人気です。
○女峰：昔からの人気品種。ほどよい酸味が味をひきしめておいしい品種です。
○とちおとめ：高い糖度で、濃厚なイチゴの味が楽しめる人気の高い品種です。
○白いイチゴ：果皮が白色から淡いピンク色の「初恋の香り」、桃の香りの「桃薫」など
　があります。
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